アイ ンシ ュ タインお よび ミン コ フス キ— の 理論の す 

ぐれた 点と 貴重な ゆえん はそんな 安直な 事で はな いら 

ごじん 

しい。 時と 空間に 関する 吾人の 狭い とらわれた ごまか 

しの 考え を 改造し、 過去 未来 を 通ず る大千 世界の 万象 

を 四 元の 座標軸の 内に 整然と 排列し 刻み 込んだ 事で な 

ければ ならない。 夢幻 的な 間に合わせの 仮 象 を 放逐し 

て 永遠な 実在の 中核 を 把握した と 思われる 事で なけれ 

ばなら ない。 複雑な 因果の 網目 を 枠に 張って 掌 上に 指 

摘し うる ものと した 事で なければ ならない。 

この 新しい 理論 を 完全に 理解す る 事 はそう 容易な 事 

ではないだろう。 アイ ンシ ユタ インが 自分の 今 S 書く 



関する いわゆる 特別 論な ど は あまりに わかりきった 事 

であるた めに わかりにくい と言われうる かもしれ ない _ 

それ は ガリ レ ー 以来、 力学が 始まって このかた だれも 

考えつかなかった ほど わかりきった 事であった ので あ 

る。 ここで アイ ンシ ュ タインが 出て 来て コロン バスの 

卵の殻 をつ ぶして デスクの 上に 立てた。 

だれに でも わかる もので なければ それ は 科学で はな 

いだろう。 

二 



同の 波に よ つ て 歳々 の 不同 を 示す。 

ァ J の 平均 温度と いう ものが 往々 誤解 さ れる もので あ 

る。 どうかす ると その 月に その 温度の 日が 最も 多い と 

い う 意見に 思 いちが えられる ので ある。 しか し 実際 は 

月の 内で その 月の 平均 温度 を 示して いた 時間 はき わめ 

てまれ である。 

それと 事 がら は 別 だが、 いわゆる 輿論と か 衆議の 結 

果 というよ うな ものが 実際に 多数の 意見 を 代表す るか 

どうか 疑わしい 場合が はなはだ 多 いように 思う。 それ 

から、 また 志士 や 学者が 言って いるよう な 「民衆」 と 

いうよう な 人間 は 捜して みると 存外 容易に 見つからな 



い。 飢えに 泣いて いる はずの 細民が どうかす ると 

初 鰹 魚 を 食って 太平楽 を 並べて いたり、 縁日で 盆栽 を 

ひやかし ている。 

これ も 別の 事で あるが 流行 あるいは 最新 流行 という 

衣装 や 粧飾品 はむしろ きわめて 少数の 人し か 着けて い 

ない 事 を 意味す る。 これ も 考えて みると 妙な 事で ある _ 

新しい 思想 や 学説で も、 それが 多少 広く 世間に 行き渡 

る ころに はもう 「流行」 はしない 事になる。 



得られない ものである。 山の 両側から 掘って 行く トン 

ネルが だんだん 互いに 近づいて 最後の つるはしの 一 撃 

で ぼ こりと 相 通ず るよう な 日が い つ 来る か 全く 見当が 

つかない。 あるいは そういう 日 は 来ない かもしれ ない _ 

しかし 科学者の 多く は それ を 目 あてに 不 休の 努力 を 続 

けて いる。 もし それが 成 効して 生命の 物理的 説明が つ 

いたら どうであろう。 

科学と いう もの を 知らずに 毛ぎ らいす る 人 はそう い 

う 日 をのろう かもしれ ない。 しかし 生命の 不思議が ほ 

ん とうに 味わわれ るの は その 日からで あろう。 生命の 

まっさつ 

物理的 説明と は 生命 を 抹殺す る 事ではなくて、 逆に 「物 



なた から はもう 桃色の 春の 雲が こっそり 頭 を 出しての 

ぞいて いるので あった。 

こんな 事 を 始めて 気づいて 驚いて いる 私の 鼻の 先に 

かえで 

突き出た 楓の 小枝の 一 つ 一 つの 先端に は、 ルビ— や 

ガ ー ネットの よう に 輝く 新芽が もうだい ぶ 芽ら しい 形 

をして ふくらん でいた。 

(大正 十 年 四月、 新 文学) 
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